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NY マーケットレポート（2017 年 4 月 17 日） 

 

NY 市場では、堅調な株価動向などを受けて、ドル円・クロス円は序盤から堅調な動きとなった。ただ、北朝鮮情勢の緊迫化や、米国の利上げペ

ースは緩慢になるとの見方を背景に、上値の重い動きとなった。 

そして、終盤にはムニューシン米財務長官が、強いドルは長期的には好ましいと発言したことを受けて、ドルは主要通貨に対して堅調な動きとな

った。また、株価が上げ幅を拡大する動きとなったことや、米債券利回りの上昇も加わり、クロス円も堅調な動きとなった。 

 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

4 月ニューヨーク連銀製造業景気指数 5.2（予想 15.0・前回 16.4） 

 

 
出所：Bloomberg 

 

経済指標データ 

≪NY 連銀製造業景気指数≫ 

現状） 

       4 月・・3月・・2月・・1月・・12 月・・11 月 

業況・・・・ 5.2・・16.4・・18.7・・ 6.5・・ 7.6・・-5.5 

仕入価格・・32.8・・31.0・・37.8・・36.1・・22.6・・ 22.6 

販売価格・・12.4・・ 8.8・・19.4・・17.6・・ 3.5・・ 4.7 

新規受注・・ 7.0・・21.3・・13.5・・ 3.1・・10.4・・ -3.1 

出荷・・・・13.7・・11.3・・18.2・・ 7.3・・ 8.6・・  2.8 

在庫・・・・ 3.6・・-2.7・・ 3.1・・ 2.5・・-13.9・・-12.3 

雇用者数・・13.9・・ 8.8・・ 2.0・・-1.7・・-12.2・・-4.7 

6 ヵ月先の見通し） 

       4 月・・3月・・2月・・1月・・12 月・・11 月 

業況・・・・・39.9・・37.4・・41.7・・49.7・・49.7・・35.3 

仕入価格・・・37.2・・41.6・・38.8・・50.4・・42.6・・35.8 

販売価格・・・25.5・・19.5・・25.5・・27.7・・22.6・・30.2 

新規受注・・・31.0・・33.9・・43.8・・39.8・・46.3・・38.0 

出荷・・・・・29.2・・35.5・・41.7・・43.4・・41.0・・35.5 

在庫・・・・・13.9・・ 5.3・・ 4.1・・ 5.9・・ 8.7・・-0.9 

雇用者数・・・19.7・・14.2・・28.6・・27.7・・23.5・・ 9.4 

同指標はゼロが景況の分岐を示す 

 

 

≪フランス大統領選挙世論調査≫  

 

フランス大統領選挙世論調査（オピニオンウェイ）～第 1 回投票では、ルペン国民戦線（FN）党首は 22％（9 日時点 24％）、マクロン

前経済相は 22％（23％）、フィヨン元首相は 21％（19％）、急進左派のメランション氏が 18％（17％）となった。 

決選投票ではマクロン氏対ルペン氏なら 64％対 36％（9日時点 62％対 38％）、フィヨン氏対ルペン氏なら 60％対 40％（57％対 43％）。 
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23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

4 月米 NAHB 住宅市場指数 68（予想 70・前回 71） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

指標結果データ 

≪NAHB 住宅市場指数≫ 

        4 月・3月・2月・1月・12 月・11 月 

住宅市場指数・・68・・71・・65・・67・・69・・63 

現状指数・・・・74・・77・・71・・72・・75・・69 

見通し指数・・・75・・78・・73・・76・・78・・69 

顧客動向指数・・52・・53・・46・・51・・52・・47 

 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

4 月の NAHB（全米ホームビルダー協会）住宅市場指数は 68 となり、2005 年 6 月以来の高水準となった前月の 71 から低下した。向こう

6ヵ月の販売見通しは 75（前月 78）から低下した。現況指数は 74（77）、購入見込み客足指数は 52（53）となった。全米 4地域では北

東部は 8ポイント低下、中西部は 5ポイント低下した。南部は 1ポイントの低下、西部はほぼ変わらずとなった。同指数で 50 を上回る

と住宅建設業者の多くが現況を良いとみていることを示す。 

 

 

4：00 

≪ 要人発言 ≫ 

ムニューシン米財務長官～ＦＴ紙 

 

・「年内の税制改革実施を予想している」 

・「赤字よりも経済成長を重視」 

・「米財務省はシリアに 200 超の経済制裁を実施する」 

・「強いドルは長期的には良いことだ」 

 

・「米国は北朝鮮への制裁を強化する」 

・「国境税なしで 1兆ドルを調達する方策がある可能性も」 

・「税制改革の遅れはヘルスケア法案の失敗が原因」 
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≪ NY 金市場 ≫ 

NY 金は、中心限月が前日比 3.40 ドル高の 1オンス＝1291.90 ドルで取引を終了した。 

 

NY 金は、シリアや北朝鮮などの地政学的リスクに対する警戒感が根強い中、安全資産とされる金を買う動きが先行した。また、ドルが

対ユーロで下落したことも相場を押し上げる要因となった。ただ、約 5 ヵ月ぶりの高値水準で推移していることから、利益確定の売り

も出て上げ幅を縮小する動きとなった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪ NY 原油市場 ≫ 

NY 原油は、中心限月が前日 0.53 ドル安の 1バレル＝52.64 ドルで取引を終了した。 

 

NY 原油は、米国原油の増産への警戒感に加え、最近の相場上昇を受けて当面の利益を確定する売りも相場を圧迫した。ただ、中国の経

済成長率が加速したことでエネルギー需要の増加期待が広がり、堅調に推移する場面もあった。 

 

 
出所：Bloomberg 
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≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、欧州主要市場が休場となり、やや材料に乏しい中、米軍のアフガニスタン空爆を受けて先週終値が 2 ヵ月ぶりの安値を

つけたことから、序盤から値頃感の買い戻しが優勢となった。ダウ平均株価は序盤から堅調な動きとなり、終盤には一時 191 ドル高ま

で上昇した。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、序盤は上値の重い動きとなったものの、堅調な株価動向や米債券利回りの上昇も影響し、ドル買い・円売りが優勢と

なり、クロス円も堅調な動きとなった。 

 

 

出所：総合分析チャート 
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提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


